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２ 展 開 

取 組 の 具 体 的 内 容 取 組 の 創 意 工 夫 

◎生徒の実態にあった SSTの授業を検討・実施 

 SST年間実施計画（４月） 

 研究授業・校内研修（６月） 

 SST授業の実施（８月～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎生徒の「やってみよう」や「やってみた」を共有 

生徒にめあてをも たせるために 

生徒の実態や課題を教員間で共有し、

実態に寄せた事例を設定する。また、生

徒が主体的に考えられる発問や構成、実

施時期を学年の教員で検討した。 

生 徒 の 意 欲 を 高 め る た め に 

 生徒が主体的に考えることができる

SSTの授業づくりを心がけた。 

全校で、行事前には「やってみよう」

と思うことを共有したり、目標に向かっ

て努力しようとする思いを共有したりす

る掲示物を作成し、可視化した。 

生徒の頑張りを認め、価値付けるために 

 行事や学期の節目では、それぞれが「や

ってみたこと」や「素晴らしいと思う場

面」を共有できる掲示物を作成した。 

 生徒会役員が中心となり、普段自分の

周りで頑張っている人にスポットを当て

たお昼の放送「スマイルラジオ（通称：

スマラジ）」を実施した。 

 

１ 取 組 の 設 定 

取 組 を 実 施 す る 意 図 及 び ね ら い 取 組 を 通 し て 育 て た い 児 童 生 徒 像 

 自校では不登校生徒の増加が課題となっており、

その原因は学習不振や人間関係の不和、発達特性等

多岐にわたっている。しかし、共通点としてすべて

の土台となっているのは「人と関わる力」ではない

かと考えた。そこで、SSTの授業を通して生徒とと

もに考え、日常生活につなげていくことをねらいと

している。 

 共感的人間関係や自己有用感・自己肯定感の向上

を図り、課題の解決に向けて自分で考え・判断し、

行動できる生徒を育てる。 

 また、認め合い、高め合える集団をつくり、授業

や行事等を生徒主体でつくることができる生徒を

育てる。 

３ 成 果 と 課 題 

〇生徒の学校生活アンケートで①「自分にはいいところがある」・②「自分のことはまわりの人から認

められている」に対する肯定的回答がそれぞれ１ポイントずつ上がった。 

（① １学期８６％→２学期８７％、②１学期８３％→８４％） 

●１小１中の特性を生かし、小中一貫の視点で小中連携を行い、９年間を通した SSTの実施と心の育成

を行っていく必要がある。 

学級活動 〇  別紙様式１ 学校行事 生徒会活動  

他の人に相談 
１年生と仲直りして、部活を一緒に頑

張りたい …どうしたらいい？ 


